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あんようはいじのぞうこつき　安養廃寺の蔵骨器

市指定
所在地：立町

市指定
所在地：呉服町

黒岡春日神社の祭礼に
曳き出される鉾山の一つ、
上立町孔雀山の見送りで、
江戸時代後期に、京都西
陣で調製されたものであ
る。最高級の綴れ織りで、
中央に雌雄の孔雀を配し、
その背景に描かれた牡丹
と岩の構図が見事である。
春日神社祭礼には九基
の鉾山が巡行するが、こ
れらの鉦や太鼓は篠山藩
から拝領したものであり、
当見送りも藩の庇護を受
けた山鉾にふさわしく豪
華なものとなっている。

昭和44年、辻の鶴沢山麓に
あった安養廃寺跡から出土し
た、鎌倉時代から室町時代に
かけての古丹波の壺や甕など
23点である。「広口二重口縁
甕」「短頸壺」など多種多様
で、「窯印」の刻まれたもの
もある。
これらは廃寺跡地から、一
石五輪塔、石仏、宝篋印塔、
五輪塔とともに出土してお
り、骨壺に転用されたもので
ある。安養廃寺は、当時この
地域を支配していた波々伯部
氏一族の菩提寺と見られ、付
近には東山城跡、南山城跡、
淀山城跡などが残っている。

上立町孔雀山の見送りかみたつまちくじゃくやま
のみおくり
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